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６月定例会

任
期
最
後
（
16
期
）
と
な
る
定
例
会

　
病
院
・
子
育
て
・
教
育
環
境
等
を
議
論

7柏市近隣センター条例の一部を改正する条例の制定について

　	　
 

柏市沼南公民館を柏市沼南近隣センターに移行するとともに、柏市新田

原近隣センターの施設の名称を改めるもの

7 柏市重度心身障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

　	　障害者医療費の支給手続の軽減を図るための受給券を提示して保険医療

を受けた場合の自己負担額等を定めるとともに、障害者医療費の支給の対

象者に係る要件等を改めるもの

7柏市駐輪場等条例の一部を改正する条例の制定について

　	　柏駅東口第一駐輪場ほか12駐輪場及び柏駅東口レンタサイクルを指定管

理者による管理の対象とするとともに、駐輪場一時利用に係る回数券の使

用ができる駐輪場の対象を改めるもの

7財産の取得について（災害対応特殊救急自動車）

　	　救急車両の整備を図るため、災害対応特殊救急自動車を2,862万円で取得

しようとするもの

7平成27年度柏市一般会計補正予算等について

　	　27年度柏市一般会計補正予算の総額を約2億6,834万円増額し、約1,224

億8,834万円とするほか、債務負担行為の追加及び地方債の変更に係る補正

をするもの

手賀沼花火大会
撮 影 者：石

いし

井
い

庄
しょう

衛
えい

さん
撮影時期：平成 26年８月

　
平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、
柏
市
近
隣
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正
を
初
め
、
柏
市
駐
輪
場
等
条
例
の
一
部

改
正
、
災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
及
び
災
害
対
応
特
殊

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取
得
、
27
年
度
柏
市
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
慎

重
な
審
議
の
結
果
、
追
加
上
程
さ
れ
た
１
議
案
及
び
議
員

提
出
議
案
２
議
案
を
含
め
、
全
18
議
案
を
承
認
・
可
決
・
同

意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
招
集
日
散
会
後
に
は
、
各
委
員
会

か
ら
行
政
視
察
報
告
が
あ
り
ま
し
た
（
７
面
に
概
要
掲
載
）。

可決された主な議案の概要可決された主な議案の概要

質疑並びに一般質問  ……………… 2〜5面
委員会審査・議員提出議案 …………… 6面
委員会視察報告 ………………………… 7面
議案・請願の議決結果 ………………… 8面

B 主な内容 B

◆
招
　
集
　
日
　
　（
６
月
５
日
）

　
市
長
か
ら
市
政
報
告
の
後
、
副

市
長
か
ら
15
議
案
に
つ
い
て
提
案

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
質
疑
並
び
に
一
般
質
問

　
　
　（
６
月
11
・
12
・
15
〜
18
日
）

　
20
人
が
登
壇
し
、
議
案
及
び
市

政
各
般
に
関
す
る
質
疑
並
び
に
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
（
２
〜
５

面
に
質
問
内
容
を
掲
載
）。

◆
委
　
員
　
会

　
　
　
　
　（
６
月
19
・
22
・
23
日
）

　
19
日
に
教
育
民
生
委
員
会
と
建

設
経
済
委
員
会
、
22
日
に
総
務
委

員
会
と
市
民
環
境
委
員
会
を
そ
れ

ぞ
れ
開
催
し
、
議
案
や
請
願
を
審

査
し
ま
し
た
（
６
面
に
議
案
の
審

査
内
容
を
掲
載
）。
ま
た
、
23
日

に
放
射
能
等
災
害
対
策
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
執
行
部
か
ら
報
告

を
受
け
た
後
、
付
託
さ
れ
た
請
願

を
審
査
し
ま
し
た
。

◆
採
　
決
　
日
　
　（
６
月
25
日
） 

　
各
委
員
長
か
ら
審
査
の
経
過
と

結
果
の
報
告
が
あ
っ
た
後
、
討
論

を
経
て
、
採
決
の
結
果
、
議
案
は

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可

決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
上
程

さ
れ
た
人
事
議
案
１
議
案
に
つ
い

て
も
採
決
し
、
同
意
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
議
員
提
出
議
案
（
意
見
書
）

２
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
（
８
面

に
議
案
・
請
願
の
審
議
結
果
を
掲

載
）。

定

例

会

の

流

れ

定

例

会

の

流

れ

スマートフォンで本会議生中継を視聴 !!
　次回の９月定例会より、従来のパソコンでの視

聴に加え、スマートフォンやタブレット端末でも

本会議生中継をごらんいただけます。動画共有サ

ービスUstream（ユーストリーム）でライブ配

信をする予定です。詳細は議会事務局

議事課（04-7167-1451）まで

お問い合わせください。
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円

谷

憲

人

●
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
東
京
駅

延
伸
に
向
け
て

5
　
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）

の
東
京
駅
延
伸
に
関
し
て
の
要
望
活

動
の
状
況
は
。

6
　
６
月
３
日
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
７
市
長

懇
談
会
に
よ
り
、
関
係
す
る
国
会
議

員
で
構
成
す
る
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
利
用
建
設
促
進
議
員
連
盟
を
通
じ

て
国
土
交
通
大
臣
並
び
に
国
土
交
通

省
鉄
道
局
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

ま
た
、
Ｔ
Ｘ
本
社
に
対
し
て
も
同
様

の
要
望
書
を
提
出
す
る
。
今
後
も
沿

線
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
東
京
駅

延
伸
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

●
高
齢
者
の
徘
徊
防
止
対
策

5
　
認
知
症
等
に
よ
る
高
齢
者
の
徘

徊
は
、
介
護
者
の
負
担
を
大
き
く
し
、

在
宅
介
護
を
進
め
る
上
で
の
大
き
な

課
題
と
考
え
る
が
、
対
策
は
。

6
　
柏
警
察
署
か
ら
の
行
方
不
明
情

報
を
柏
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
す
る
な
ど
し
て
、
関
係
機
関
へ
の

情
報
提
供
や
市
民
へ
の
協
力
の
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
認

知
症
介
護
相
談
事
業
等
を
通
し
て
、

徘
徊
者
と
そ
の
家
族
を
地
域
全
体
で

支
え
て
い
く
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

●
待
機
児
童
ゼ
ロ
、
堅
持
へ

5
　
こ
と
し
４
月
、
国
基
準
で
の
待

機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
た
が
他
の
自

治
体
で
は
ゼ
ロ
達
成
の
翌
年
に
待
機

児
童
が
ふ
え
る
「
リ
バ
ウ
ン
ド
現
象
」

が
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
対
策
は
。

6
　
あ
る
面
で
リ
バ
ウ
ン
ド
が
起
こ

る
の
は
、
本
市
で
子
供
を
産
み
育
て

た
い
と
い
う
保
護
者
の
期
待
の
高
ま

り
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
ゼ
ロ
を
達

成
し
て
い
る
先
進
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
、
平
成
27
年
３
月
に
策
定
し

た
柏
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
に
基
づ
き
来
年
も
４
月
時
点
で

の
国
基
準
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指

す
。

●
コ
ン
ビ
ニ
防
犯
ボ
ッ
ク
ス
の
政
策

的
位
置
づ
け
は

5
　
県
は
来
年
度
か
ら
市
内
に
コ
ン

ビ
ニ
防
犯
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
防
犯
政
策
の
中
で
の

位
置
づ
け
は
。

6
　
コ
ン
ビ
ニ
防
犯
ボ
ッ

ク
ス
は
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
と
連
携
し
て
の
合

同
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。
運
用
は
現

役
の
警
察
官
で
は
な
く
、

警
察
官
の
Ｏ
Ｂ
の
方
が
担

う
こ
と
か
ら
、
交
番
の
延

長
上
の
施
設
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
地
元
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
町
会
・
自

治
会
等
と
連
携
し
た
共
助

の
た
め
の
防
犯
の
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
期
待
し
て

い
る
。

６日間にわたり、次の 20 人の議員が質問しました。

ここでは、その一部をお知らせします。

この記事は各議員が作成しています。

柏
清
風

（２）

古

川

隆

史

●
採
用
試
験
に
つ
い
て

5
　「
Ｉ
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
　
柏
」
枠
に

つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
人
材

を
確
保
し
、
組
織
と
し
て
ど
う
い
う

効
果
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。
別
枠

で
採
用
す
る
意
図
を
伺
い
た
い
。

6
　
25
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
自

己
推
薦
枠
と
あ
わ
せ
て
、
多
様
な
人

材
の
確
保
を
目
的
と
し
て
い
る
。
特

に
柏
へ
の
愛
着
や
熱
意
、
柏
の
地
域

活
動
や
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
に
携
わ

っ
た
経
験
と
い
う
要
素
に
着
目
し
、

こ
れ
ら
を
強
調
す
る
意
味
で
職
員
募

集
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

●
創
業
支
援
に
つ
い
て

5
　
今
ま
で
に
、
本
市
や
商
工
会
議

所
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
で
取
り
組

ま
れ
て
来
て
い
る
が
、
実
際
の
創
業

に
つ
な
が
っ
て
い
る
事
例
は
ど
の
程

度
あ
る
の
か
。
ま
た
、
実
際
に
創
業

に
至
っ
て
い
な
い
方
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

6
　
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
実
施

し
た
、「
か
し
わ
創
業
塾
」
で
は
、

第
１
期
の
受
講
生
25
名
の
う
ち
24
名

が
、
第
２
期
の
受
講
生
30
名
の
う
ち

20
名
が
修
了
し
、
こ
れ
ま
で
18
名
が

創
業
し
て
い
る
。
今
年
度
に
つ
い
て

も
、
修
了
生
を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ロ

ー
講
座
を
考
え
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
創
業
場
所
を
探
す
創
業
予
定
者

と
空
き
店
舗
の
解
消
を
目
指
す
商
店

街
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
す
る
た

め
の
バ
ス
ツ
ア
ー
、
修
了
者
を
対
象

と
し
た
フ
ォ
ロ
ー
講
座
を
実
施
す
る

な
ど
、
創
業
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
。

●
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

5
　
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
学
習
支
援

に
つ
い
て
、
委
託
先
や
対
象
学
年
、

ま
た
は
個
別
派
遣
な
の
か
教
室
方
式

な
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

6
　
５
月
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施

し
受
託
者
を
決
定
し
た
。
８
月
１
日

か
ら
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
か
ら
午

後
６
時
の
間
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

小
学
５
、
６
年
生
を
対
象
と
し
、
柏

駅
東
口
、
西
口
の
受
託
者
の
教
室
２

カ
所
で
予
定
し
て
い
る
。

5
　
他
の
学
習
支
援
と
重
複
し
な
い

対
象
学
年
だ
と
考
え
る
が
、
例
え
ば

冬
場
の
夕
刻
に
繁
華
街
の
教
室
ま
で

通
う
こ
と
に
課
題
は
な
い
の
か
。

6
　
受
託
者
と
意
見
交
換
し
て
い
る

が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

送
迎
事
業
の
活
用
や
、
遅
く
な
る
場

合
は
、
そ
の
旨
を
受
託
業
者
か
ら
親

に
連
絡
す
る
こ
と
も
検
討
し
た
。

5
　
現
在
は
柏
駅
東
口
、
西
口
の
２

カ
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
ふ
や

し
て
い
く
方
向
な
の
か
。

6
　
御
指
摘
の
と
お
り
、
現
在
は
中

央
部
に
集
中
し
て
い
る
が
、
当
然
北

部
、
南
部
に
つ
い
て
も
、
将
来
的
な

こ
と
を
含
め
協
議
中
で
あ
る
。

村

田

章

吾

●
行
・
財
政
改
革
に
つ
い
て

5
　
現
在
、
本
市
の
水
道
事
業
に
つ

い
て
、
新
た
な
長
期
計
画
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
聞
く
。
水
道
事
業
に
関

し
て
は
、
資
材
管
理
や
給
水
装
置
申

請
の
受
け
付
け
な
ど
、
民
間
委
託
に

よ
り
コ
ス
ト
の
削
減
が
可
能
な
業
務

も
多
い
。
さ
ら
な
る
事
業
の
民
間
委

託
を
早
急
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
。

6
　
現
在
、策
定
を
進
め
て
い
る
「
柏

市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
今

後
の
事
業
の
効
率
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
取
り
ま
と
め
て
い
く
。
次

期
ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
期
間
中
に
、
民

間
委
託
の
範
囲
を
拡
大
し
、
さ
ら
な

る
経
費
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
で
あ
る
。

●
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

5
　
ふ
る
さ
と
運
動
補
助
金
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
現
在
の
一
律
上
限
１

２
０
万
円
を
各
協
議
会
に
補
助
す
る

方
式
か
ら
、
世
帯
数
を
反
映
し
た
配

分
に
変
え
る
べ
き
だ
と
す
る
意
見

が
、
一
部
の
地
域
よ
り
上
が
っ
て
い

る
と
伺
っ
て
い
る
。「
人
口
や
世
帯

数
を
考
慮
し
た
補
助
金
の
配
分
を
行

う
べ
き
」
と
い
う
提
案
は
、
検
討
に

値
す
る
も
の
と
考
え
る
。
市
の
見
解

を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

6
　
ふ
る
さ
と
運
動
補
助
金
の
限
度

額
を
全
地
域
一
律
で
定
め
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
ふ
る
さ
と
協
議
会
連

合
会
で
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
事
業
の
受
益
者
数
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
も
一
つ
の
考
え
方
で

あ
る
の
で
、
制
度
見
直
し
の
際
に
検
討

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
選
挙
公
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て

5
　
先
日
、「
県
議
会
議
員
選
挙
の

選
挙
公
報
を
見
る
機
会
が
な
か
っ

た
」
と
い
う
若
い
方
に
お
会
い
し
た
。

お
話
を
伺
う
と
、
新
聞
を
購
読
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
。
本
市
は

新
聞
折
り
込
み
で
選
挙
公
報
を
配
布

し
て
い
る
が
、
現
在
は
新
聞
を
購
読

し
な
い
世
帯
や
「
電
子
版
」
を
購
読

す
る
方
々
も
ふ
え
て
お
り
、
統
計
を

見
て
も
、
紙
の
新
聞
を
購
読
す
る
世

帯
は
減
少
を
続
け
て
い
る
。
有
権
者

に
き
ち
ん
と
候
補
者
の
情
報
を
提
供

す
る
た
め
に
、
選
挙
公
報
の
配
布
方

法
を
見
直
し
、
遅
く
と
も
来
年
の
参

議
院
選
挙
で
は
、
全
戸
配
布
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
市
の

見
解
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

6
　
選
挙
公
報
の
配
布
の
方
法
と
し

て
は
、
全
戸
配
布
が
最
も
適
当
な
も

の
と
考
え
る
。
一
方
で
新
聞
折
り
込

み
に
比
べ
て
多
額
の
コ
ス
ト
を
要
す

る
。
こ
れ
が
「
民
主
主
義
の
コ
ス
ト
」

で
あ
る
と
い
う
判
断
に
至
る
か
ど
う

か
、
い
ま
少
し
検
討
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。山

田

一

一

●
人
材
育
成
と
人
材
確
保
の
助
成
制

度
に
つ
い
て

5
　
福
祉
の
現
場
で
は
、
医
師
や
看

護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
等
々

が
不
足
の
た
め
、
資
格
取
得
の
際
の

学
費
を
一
部
助
成
す
る
と
い
っ
た
柏

型
の
制
度
を
策
定
し
た
ら
ど
う
か
。

6
　
資
格
取
得
費
や
学
費
の
助
成
を

し
て
い
る
自
治
体
は
県
内
で
も
幾
つ

か
あ
る
。
先
進
市
の
事
例
等
に
よ
り
、

人
材
の
育
成
と
定
着
効
果
を
調
査
研

究
し
な
が
ら
人
材
確
保
対
策
の
中
で

総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

5
　
子
供
が
多
い
ほ
ど
経
済
的
に
優

遇
さ
れ
、
控
除
が
ふ
え
る
本
市
独
自

の
助
成
制
度
が
あ
る
と
よ
い
の
で
は
。

6
　
保
育
料
の
減
免
等
は
実
施
し
て

い
る
が
、
今
後
の
子
育
て
支
援
に
お

い
て
多
子
世
帯
に
優
し
い
取
り
組
み

が
で
き
な
い
か
を
検
討
し
て
い
く
。

●
教
育
行
政
に
つ
い
て

5
　
地
域
と
の
連
携
を
よ
り
強
固
に

す
る
た
め
、
学
校
に
地
域
担
当
職
員

を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

6
　
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑

化
、
困
難
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

課
題
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

諸
国
の
調
査
結
果
で
も
、
職
員
構
成

の
中
で
教
員
以
外
の
職
種
が
欧
米
諸

国
で
は
ほ
ぼ
同
数
な
の
に
対
し
て
、

日
本
は
80
％
が
教
員
で
あ
る
。
地
域

担
当
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
地
域

と
学
校
の
き
ず
な
を
深
め
る
こ
と
は

大
変
有
意
義
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

事
例
等
を
検
索
し
な
が
ら
十
分
研

究
、
検
討
課
題
と
し
て
い
く
。

●
合
併
特
例
債
の
活
用
に
つ
い
て

5
　
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
示
し
た

新
市
建
設
計
画
を
作
成
し
た
が
、
合

併
特
例
債
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
る
の
か
。

6
　
当
初
は
ウ
ェ
ル
ネ
ス
柏
の
建
設
、

地
域
を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
整
備
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
運
行
と
い
っ

た
総
合
的
な
交
通
の
整
備
や
柏
駅
東

口
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
の
改
修
等
に
活
用

し
て
き
た
。
近
年
は
、
起
債
協
議
に

お
い
て
採
択
基
準
が
柔
軟
と
な
り
、

こ
ん
ぶ
く
ろ
池
公
園
整
備
事
業
を
初

め
、
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開

発
事
業
と
い
っ
た
、
新
市
の
発
展
に

必
要
な
事
業
に
対
し
て
活
用
を
図
っ

て
き
た
。

●
旅
券
事
務
所
の
開
設
に
つ
い
て

5
　
県
外
で
は
市
が
設
置
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
く
が
、
本
市
で

も
設
営
し
、
市
内
で
旅
券
の
申
請
、

交
付
の
手
続
き
が
で
き
な
い
か
。

6
　
県
で
は
各
市
町
村
へ
の
再
委
託

の
方
針
を
示
し
て
お
り
、
再
委
託
の

実
施
時
期
や
費
用
負
担
の
調
整
を
開

始
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
利
便
性

の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
の
観
点
か

ら
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
と
捉
え
引

き
続
き
県
と
の
調
整
に
臨
ん
で
い
く
。 改築後の柏駅東口ダブルデッキ

第 2 回かしわ創業塾のチラシ
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橋

口

幸

生

●
自
転
車
対
策

5
　
平
成
27
年
６
月
１
日
の
道
路
交

通
法
改
正
に
基
づ
き
、
自
転
車
対
策

を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

6
　
近
年
、
自
転
車
と
人
、
自
転
車

と
自
転
車
の
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ

る
。
自
転
車
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
車
道
走
行
の
原
則
、

傘
差
し
運
転
禁
止
、
イ
ヤ
ホ
ン
や
ヘ

ッ
ド
ホ
ン
使
用
運
転
禁
止
、
一
時
停

止
標
識
で
の
停
止
な
ど
に
つ
い
て
守

ら
れ
て
い
な
い
と
の
回
答
が
多
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
特
に
自
転
車

利
用
者
の
歩
行
者
へ
の
安
全
対
策
の

周
知
が
必
要
で
あ
り
、
市
と
し
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
交
通
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
啓
発
を
図
り
、
自

転
車
利
用
者
の
ル
ー
ル
周
知
と
マ
ナ

ー
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
企
画
立
案
能
力

5
　
地
域
振
興
の
第
一
歩
に
は
、
地

域
の
特
性
や
資
源
を
見
詰
め
直
し
、

新
た
な
地
域
振
興
の
企
画
立
案
能
力

が
欠
か
せ
な
い
。
若
手
職
員
を
選
抜

し
、
最
低
５
年
間
程
度
は
人
事
異
動

を
さ
せ
ず
に
地
域
外
も
含
め
て
多
様

な
教
育
訓
練
を
行
う
べ
き
と
思
う

が
、
市
の
考
え
は
。

6
　
若
手
職
員
の
企
画
立
案
能
力
が

組
織
で
花
開
く
よ
う
後
押
し
す
る
組

織
文
化
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ま
だ
不

足
し
て
い
る
。
幹
部
職
員
が
そ
の
部

分
を
自
覚
し
た
上
で
、
特
に
若
い
職

員
の
企
画
立
案
能
力
が
組
織
の
中
で

尊
重
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

●
若
者
雇
用

5
　
市
内
の
中
小
企
業
は
、
大
企
業

の
よ
う
に
企
業
情
報
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
若
者
も
市
内
の

優
良
な
中
小
企
業
の
情
報
を
入
手
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
た
と
え

就
職
し
て
も
事
前
の
情
報
不

足
に
よ
り
企
業
へ
の
イ
メ
ー

ジ
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大

き
く
、
早
期
離
職
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
が
あ
る
。
市
の
対

策
と
考
え
は
。

6
　
か
し
わ
地
域
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

市
内
の
企
業
と
連
携
し
た
企

業
情
報
の
提
供
や
個
別
相

談
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
加
え
、
25
年
度
か
ら

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
実
践

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
強
化
し
た
結

果
、
26
年
度
で
は
新
規
登
録
者
２
０

１
名
の
う
ち
１
３
２
名
が
進
路
決
定

す
る
な
ど
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
今

後
は
、
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
に
加
え
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

国
の
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
を
活

用
し
た
作
業
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
企
業

に
お
け
る
職
業
訓
練
、
就
労
先
の
開

拓
を
行
い
、
就
労
ま
で
の
支
援
と
と

も
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
る
離
職
防
止

へ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

林

　

伸

司

●
教
育
行
政
に
つ
い
て

5
　
学
校
の
耐
震
改
修
は
、
今
年
度

で
１
０
０
％
に
な
る
見
込
み
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
エ

ア
コ
ン
設
置
の
事
業
計
画
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

6
　
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
学
習

環
境
に
お
け
る
重
要
な
要
素
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
た
だ
、
設
置
や

維
持
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
か
ら
学
校
長
寿
命
化
と
合
わ
せ
て

検
討
す
る
。

5
　
新
若
柴
町
会
で
の
学
区
変
更
に

つ
い
て
、
同
町
会
の
学
区
は
柏
四
小

で
あ
る
。
し
か
し
、
通
学
路
が
狭
く

危
険
で
あ
る
た
め
、
松
葉
一
小
へ
通

う
児
童
が
１
３
５
人
に
ま
で
ふ
え
て

お
り
、
こ
れ
は
、
柏
四
小
に
通
う
児

童
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。
松
葉

一
小
は
受
け
入
れ
る
余
裕
も
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
地
域
の
要
望
で
あ
る

学
区
変
更
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

6
　
御
指
摘
の
よ
う
に
若
柴
・
十
余

二
地
域
で
は
、
学
校
の
新
設
に
よ
り

指
定
校
ま
で
の
通
学
距
離
が
周
辺
校

に
比
べ
て
長
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
通
学
区
域
の
変
更
と
安

全
対
策
を
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

実
現
し
た
い
。

5
　
小
中
学
生
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

使
用
に
つ
い
て
、
特
に
夜
間
の
利
用

が
生
活
習
慣
の
乱
れ
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
の
指
摘
か
ら
、
幾
つ
か
の

教
育
委
員
会
で
は
、
夜
間
利
用
を
控

え
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
が
あ
る
。

私
も
度
を
越
さ
な
い
利
用
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。
本
市
教
育
委
員
会
も

同
様
に
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

6
　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
ル
ー

ル
と
か
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
な
ど
を

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
連
絡
協

議
会
と
か
小
中
学
校
の
児
童
会
、
生

徒
会
へ
の
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

●
企
画
行
政
に
つ
い
て

5
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
事
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
公
開
し
て
広
く
資
金
を

調
達
す
る
手
法
を
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。
昨
年
の
11
月
議
会
で
も
質
問
し
、

そ
の
と
き
の
御
答
弁
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
市
民
参
加
の
観
点
か
ら
財
源

確
保
の
手
法
と
し
て
検
討
を
進
め
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
後
の
進

は
ど
う
か
。

6
　
林
議
員
か
ら
御
提
案
を
い
た
だ

き
、
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
仕
組
み

を
利
用
し
て
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
手

賀
沼
花
火
大
会
の
開
催
に
当
た
り
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
募
金
の
受
け

付
け
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

募
金
サ
イ
ト
内
で
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

掲
載
や
寄
附
者
に
は
各
種
景
品
の
贈

呈
な
ど
を
行
う
。

田

中

　

晋

●
交
通
政
策

5
　
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
第
五

次
総
合
計
画
の
中
に
、
自
治
体
主
導

の
ミ
ニ
バ
ス
の
導
入
を
位
置
づ
け
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

6
　
第
五
次
総
合
計
画
の
中
に
は
、

バ
ス
交
通
の
機
能
強
化
、
バ
ス
路
線

の
充
実
を
重
点
事
業
に
位
置
づ
け
よ

う
と
検
討
し
て
い
る
。

5
　
地
元
の
企
業
バ
ス
や
、
商
業
施

設
の
バ
ス
と
の
連
携
に
つ
い
て
現
状

と
今
後
の
見
通
し
は
。

6
　
過
去
に
市
内
３
校
の
自
動
車
教

習
所
の
御
協
力
に
よ
り
、
教
習
生
を

送
迎
す
る
バ
ス
の
空
席
を
活
用
し
た

高
齢
者
お
で
か
け
支
援
事
業
を
実
施

し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
利
用
率
が
低

い
こ
と
な
ど
課
題
が
多
く
、
23
年
度

に
終
了
し
て
い
る
。
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。

●
コ
ン
ビ
ニ
の
多
角
的
活
用

5
　
本
市
の
コ
ン
ビ
ニ
を
活
用
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
つ
い
て
の

市
の
考
え
は
。

6
　
市
民
生
活
に
密
着
し
て
い
る
コ

ン
ビ
ニ
は
、
利
便
性
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
場
と
し
て
認
識
を
し

て
お
り
、
既
に
一
部
公
共
料
金
の
収

納
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で

は
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
が
提
供
し
て
い

る
商
品
配
送
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
、

孤
立
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り

体
制
を
強
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
行

政
窓
口
に
お
け
る
よ
り
多
く
の
手
続

に
つ
い
て
も
コ
ン
ビ
ニ
で
行
え
る
よ
う

情
報
の
安
全
性
や
コ
ス
ト
等
に
十
分

配
慮
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

5
　
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事

業
に
つ
い
て
は
、
８
月
１
日
の
運
用

開
始
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
れ
に
あ

わ
せ
て
救
命
講
習
を
実
施
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と

今
後
の
展
開
は
。

6
　
コ
ン
ビ
ニ
１
４
６
店
舗
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
設
置
す
る
柏
あ
ん
し
ん
ハ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
開
始
す
る
。

そ
の
た
め
27
年
度
か
ら
定
期
的
な
救

命
講
習
を
実
施
し
、
市
職
員
の
技
術

習
得
と
防
災
救
命
意
識
の
高
揚
に
努

め
、
今
年
度
は
、
60
名
の
救
命
講
習

を
３
回
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

●
空
き
家
対
策

5
　
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
が
５

月
26
日
完
全
施
行
さ
れ
た
。
空
き
家

対
策
室
等
、
各
部
各
課
を
横
断
的
に

ま
と
め
る
部
署
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
は
。

6
　
各
部
局
を
横
断
的
に
ま
と
め
る

部
署
と
し
て
、
空
き
家
対
策
室
等
の

設
置
の
検
討
も
必
要
と
考
え
る
。
組

織
再
編
も
視
野
に
入
れ
、
今
後
の
対

応
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

内

田

博

紀

●
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

5
　
２
０
１
１
年
に
原
発
の
爆
発
が

あ
っ
て
以
降
、
脱
原
発
の
世
論
が
巻

き
起
こ
っ
て
い
る
が
、
脱
原
発
を
求

め
る
民
意
か
ら
何
が
学
べ
る
の
か
。

6
　
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
を
受
け
て
以

降
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
を
求
め
る
国
民
的
、
市
民
的
議
論

が
高
ま
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
は
、
国
土
全
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
所
管
す
る
国
に
お
い

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

も
踏
ま
え
た
政
策
が
示
さ
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。
な
お
、
市
と
し

て
は
24
年
度
よ
り
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
特
定
規

模
電
気
事
業
者
）
か
ら
の
電
力
を
一

部
の
公
共
施
設
で
購
入
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
取
り
組
み
に
加

え
て
太
陽
光
発
電
を
主
軸
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る

な
ど
、
ま
ず
は
省
エ
ネ
や
創
エ
ネ
が

着
実
に
進
む
よ
う
努
め
て
い
く
。

宮

田

清

子

●
北
部
開
発
は
抜
本
的
な
見
直
し
を

5
　
17
年
前
に
つ
く
っ
た
「
北
部
地

域
総
合
整
備
事
業
推
進
方
針
」
ど
お

り
に
定
住
人
口
は
ふ
え
て
い
な
い
。

現
在
方
針
の
見
直
し
を
し
て
い
る

が
、
事
業
の
基
本
と
な
る
計
画
人
口

に
つ
い
て
は
、
除
外
し
た
大
室
地
区

の
人
口
を
除
い
た
だ
け
だ
。
本
市
の

人
口
の
ピ
ー
ク
が
５
年
後
な
の
に
、

17
年
前
に
計
画
し
た
人
口
で
よ
い
の

か
。

6
　
北
部
地
域
の
人
口
は
ま
だ
伸
び

て
い
く
だ
ろ
う
と
捉
え
て
い
る
。

5
　
北
部
ば
か
り
に
多
額
な
税
金
を

か
け
、
南
部
は
負
担
ば
か
り
強
い
ら

れ
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
。
ま
た
、

柏
た
な
か
駅
周
辺
を
整
備
し
て
い
る

Ｕ
Ｒ
は
、
採
算
が
と
れ
な
い
か
ら
開

発
事
業
か
ら
撤
退
す
る
と
宣
言
し
て

い
る
。
今
後
急
速
に
高
齢
化
が
進
む

本
市
で
は
、
多
額
の
福
祉
予
算
が
必

要
に
な
る
の
で
、
時
代
お
く
れ
の
開

発
は
根
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
は
。

6
　
今
は
北
部
の
大
き
な
計
画
を
進

め
て
開
発
す
べ
き
時
期
と
認
識
し
て

い
る
。

公
明
党

無
所
属

（３）

会議録暫定版を公開中 !
質疑並びに一般質問の詳細は、

会議録暫定版で !!

　校正中の原稿を ｢暫定版｣ としてホームペ
ージでいち早く公開しています。議会だよりの
詳細は会議録暫定版をごらんください。なお、
最終的にでき上がる会議録と一部異なる場合
がありますので御了承ください。
　過去の本会議や委員会の会議録もホームペー
ジでごらんいただけます。

　柏市議会ホームページ
　 http://www.city.kashiwa.lg.jp/assembly/

市内のコンビニに設置する AED

手賀沼花火大会のインターネット募金
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永

野

正

敏

●
子
育
て
環
境

5
　
子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
る
に

は
職
場
の
理
解
や
協
力
が
不
可
欠

だ
。
市
内
企
業
へ
の
働
き
か
け
は
。

6
　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
進

め
て
い
る
企
業
の
表
彰
や
、
育
時
休

業
法
の
改
正
や
支
援
策
等
、
企
業
に

役
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

5
　
市
役
所
職
員
に
対
し
て
の
取
り

組
み
は
。

6
　
上
司
の
意
識
改
革
が
必
要
と
考

え
、
講
習
等
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

職
場
全
体
で
子
育
て
を
応
援
す
る
雰

囲
気
づ
く
り
に
努
め
る
。

●
投
票
率
向
上
へ

5
　
若
年
時
か
ら
選
挙
や
政
治
に
多

く
触
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
投
票
所

事
務
従
事
や
模
擬
選
挙
の
実
施
を
。

6
　
体
験
的
に
学
習
で
き
る
機
会
を

も
っ
と
ふ
や
し
て
い
き
た
い
。

5
　
主
権
者
教
育
を
充
実
さ
せ
る
べ

き
で
は
。

6
　
有
用
な
手
段
と
し
て
捉
え
て
い

る
の
で
し
っ
か
り
取
り
組
む
。

●
情
報
モ
ラ
ル
教
育

5
　
ネ
ッ
ト
上
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
も
、
早
い
時

期
か
ら
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

6
　
も
ち
ろ
ん
早
期
の
教
育
は
必
要

で
あ
る
が
、
小
学
校
低
学
年
へ
は
保

（４）

平

野

光

一

●
「
戦
争
法
案
」
に
反
対
表
明
を

5
　
市
長
は
平
成
26
年
、
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
に
つ
い
て
「
必
要
だ
」

と
答
弁
し
、
同
時
に
「
自
衛
隊
員
が

危
険
な
状
況
に
巻
き
込
ま
れ
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
を
強
く
認
識
し
、
政
治

家
は
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
も

述
べ
た
。
し
か
し
政
府
は
「
リ
ス
ク

は
高
ま
ら
な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
。

今
国
会
で
の
強
行
に
反
対
し
廃
案
を

求
め
る
べ
き
だ
。

6
　
国
民
の
意
思
が
適
切
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
多
方
面
か
ら
の
意
見
に
耳

を
傾
け
、
国
会
に
お
い
て
慎
重
に
議

論
さ
れ
る
べ
き
だ
。

●
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
急
げ

5
　
市
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
で

「
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
」

と
答
弁
し
な
が
ら
、
記
者
会
見
で
は

「
暑
い
の
が
３
６
５
日
だ
っ
た
ら
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
け
ど
」
な
ど

と
、
答
弁
を
否
定
す
る
に
等
し
い
発

言
を
し
て
い
る
。
直
ち
に
計
画
を
つ

く
り
設
置
準
備
に
入
る
べ
き
だ
。

6
　
ま
ず
学
校
の
長
寿
命
化
計
画
を

公
共
施
設
の
総
合
管
理
計
画
の
中
に

位
置
づ
け
、
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
導

入
方
法
、
空
調
方
式
、
国
庫
補
助
金

等
の
財
源
な
ど
を
総
合
的
に
検
証

し
、
長
寿
命
化
計
画
と
合
わ
せ
て
検

討
し
、
優
先
順
位
を
考
え
て
設
置
時

期
を
判
断
し
た
い
。

●
医
療
・
介
護
・
来
客
用
駐
車
場
を

5
　
建
て
か
え
が
進
む
豊
四
季
台
団

地
だ
が
、
高
齢
者
を
訪
ね
て
き
た
家

族
が
車
を
と
め
ら
れ
る
一
時
利
用
の

駐
車
場
は
全
く
な
い
。
医
療
・
介
護
・

宅
配
の
車
も
ル
ー
ル
違
反
を
承
知
で

と
め
て
い
る
。
Ｕ
Ｒ
に
設
置
を
要
求

す
べ
き
だ
。

6
　
地
域
包
括
ケ
ア
の
モ
デ
ル
の
団

地
だ
が
、
医
療
・
介
護
・
来
訪
者
用

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、
関
係
団

体
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
要
望

し
て
き
た
が
確
保
で
き
て
い
な
い
。

今
後
も
要
望
し
て
い
く
。

日

下

み

や

子

●
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

5
　
27
年
度
版
「
か
し
わ
の
国
保
」

で
保
険
料
の
値
上
げ
を
示
唆
し
て
い

る
が
、
値
上
げ
を
す
る
つ
も
り
か
。

6
　
保
険
料
率
の
改
定
は
所
得
と
医

療
費
の
動
向
を
見
な
が
ら
対
応
す
る
。

5
　
傷
病
手
当
16
万
円
、
家
賃
６
万

円
、
高
額
療
養
費
自
己
負
担
分
８
万

７
０
０
０
円
の
末
期
が
ん
の
人
か
ら

月
額
２
万
円
の
滞
納
分
の
保
険
料
を

求
め
る
根
拠
は
何
か
。

6
　
担
当
者
は
末
期
が
ん
と
知
り
得

る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

5
　
な
ぜ
、
本
人
の
事
情
や
資
力
に

つ
い
て
聞
か
な
い
の
か
。

6
　
い
ろ
ん
な
経
過
、
資
産
、
収
入

を
観
察
し
て
決
め
た
。

●
生
活
保
護
に
つ
い
て

5
　
７
月
か
ら
生
活
保
護
の
住
宅
扶

助
基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
旧
基

準
額
を
適
用
で
き
る
場
合
は
。

6
　
転
居
に
よ
っ
て
通
院
や
通
勤
に

支
障
を
来
す
場
合
や
、
車
椅
子
使
用

の
障
害
者
や
高
齢
者
で
転
居
が
困
難

な
場
合
な
ど
は
、
引
き
続
き
現
行
の

基
準
適
用
が
可
能
で
あ
る
。
７
月
１

日
か
ら
す
ぐ
に
新
基
準
限
度
額
ま
で

減
額
す
る
こ
と
は
な
い
。
個
々
の
状

況
に
柔
軟
に
対
応
す
る
。

●
公
共
交
通
に
つ
い
て

5
　
市
役
所
へ
の
バ
ス
、
市
内
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
求
め
る
声
は
さ
ら

に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
計
画
は
。

6
　
全
市
的
な
移
動
の
し
や
す
さ
向

上
は
欠
か
せ
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

市
民
ニ
ー
ズ
や
移
動
実
態
の
把
握
に

努
め
て
い
る
。
柏
駅
周
辺
を
初
め
と

し
て
公
共
交
通
を
見
直
し
て
い
く
。

●
水
害
対
策
に
つ
い
て

5
　
40
年
も
水
害
で
苦
し
め
ら
れ
て

き
た
永
楽
台
１
丁
目
も
水
害
解
決
に

向
け
現
地
の
調
査
を
し
た
が
、
早
急

に
対
策
を
示
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

6
　
国
の
交
付
金
等
の
特
定
財
源
を

確
保
し
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
着
手
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

武

藤

美

津

江

●
南
柏
駅
東
口
交
差
点
の
改
善

5
　
南
柏
駅
の
雨
の
日
の
渋
滞
は
解

消
さ
れ
て
い
な
い
。
危
険
な
交
差
点

で
あ
る
。
交
差
点
拡
幅
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

6
　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
見
直
し
を
行
う
か
ど
う
か
を

含
め
、
個
別
の
整
備
を
検
討
す
る
。

●
沼
南
公
民
館

5
　
沼
南
公
民
館
を
近
隣
セ
ン
タ
ー

へ
移
行
す
る
な
ら
、
事
業
仕
分
け
で

廃
止
し
た
生
涯
学
習
を
近
隣
セ
ン
タ

ー
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

6
　
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
中
に
位

置
づ
け
、
実
施
し
て
い
く
。

●
介
護
保
険
制
度

5
　
介
護
保
険
の
利
用
料
は
所
得
に

よ
っ
て
２
割
負
担
が
導
入
さ
れ
る
。

月
３
万
８
０
０
０
円
の
介
護
利
用
料

の
方
、
２
割
負
担
に
な
れ
ば
月
７
万

６
０
０
０
円
の
利
用
料
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
こ
れ
以
上
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
削
っ
て
は
健
康
を
保

っ
て
い
け
な
い
」
と
心
配
し
て
い
た
。

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

6
　
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し

て
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
月
額
３
万

７
２
０
０
円
ま
で
に
と
ど
ま
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
制
度
の
持
続
可
能
性

か
ら
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

5
　
利
用
者
に
と
っ
て
サ
ー
ビ
ス
低

下
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
現
場

で
も
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ
っ

て
混
乱
も
起
き
て
い
る
。
介
護
報
酬

の
引
き
下
げ
に
よ
る
影
響
な
ど
事
業

所
な
ど
に
も
調
査
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
ど
う
か
。

6
　
可
能
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

●
重
度
心
身
障
害
者
児
医
療
費
助
成

5
　
窓
口
負
担
は
な
く
し
て
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
完
全
無
料
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

6
　
受
益
者
負
担
は
や
む
を
得
な
い
。

渡

部

和

子

●
市
立
柏
病
院
の
建
て
か
え
問
題

5
　
市
立
柏
病
院
の
移
転
方
針
を
撤

回
し
、
現
地
建
て
か
え
の
決
断
を
。

6
　
町
会
と
の
意
見
交
換
会
を
通
じ

市
民
の
声
を
し
っ
か
り
伺
っ
て
い
く
。

5
　
意
見
を
聞
い
た
結
果
、
市
長
の

考
え
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り

得
る
の
か
。

6
　
総
合
的
な
形
で
判
断
し
た
い
。

●
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
改
善

5
　
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
混
雑
緩

和
の
決
め
手
は
８
両
編
成
化
で
あ
る
。

株
主
と
し
て
強
く
要
請
す
べ
き
で
は
。

6
　
株
主
総
会
後
に
、
８
両
編
成
化

の
要
望
書
を
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
。

5
　
６
カ
月
の
通
勤
定
期
代
を
比
較

す
る
と
、
Ｊ
Ｒ
よ
り
５
万
円
以
上
高

い
。
運
賃
や
定
期
代
の
引
き
下
げ
を

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

6
　
通
学
定
期
の
割
引
率
は
努
力
し

て
ほ
し
い
。
適
宜
要
望
し
て
い
く
。

●
保
育
園
待
機
児
童
解
消

5
　
こ
と
し
の
４
月
１
日
時
点
で
41

人
の
入
園
保
留
者
が
い
る
。
現
時
点

で
は
何
人
か
。

6
　
６
月
１
日
時
点
で
１
３
２
人
。

5
　
直
ち
に
入
園
保
留
者
ゼ
ロ
を
目

指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

6
　
潜
在
的
な
保
育
需
要
を
考
慮
し

な
が
ら
計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
。

5
　
車
で
の
送
迎
が
ふ
え
て
い
る
。

駐
車
場
は
市
の
責
任
で
確
保
す
べ
き
。

6
　
近
隣
の
民
間
駐
車
場
を
確
保
す

る
な
ど
、
対
策
に
取
り
組
む
。

●
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
向
上

5
　
高
田
原
ふ
る
さ
と
会
館
か
ら
柏

護
者
へ
の
講
習
等
も
行
い
た
い
。

●
救
急
体
制

5
　
24
時
間
体
制
で
医
師
や
看
護
師

か
ら
無
料
で
相
談
を
受
け
ら
れ
る
シ

ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
。
市
民
の
安
心
感
や
救
急
車
両

出
動
の
抑
制
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

6
　
効
果
が
期
待
で
き
る
反
面
、
費

用
対
効
果
の
面
か
ら
も
、
そ
の
導
入

効
果
の
判
定
は
難
し
い
。

●
防
災

5
　
震
災
時
の
防
火
の
切
り
札
と
し

て
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
（
※
）
が
あ
る
。

普
及
の
た
め
に
も
購
入
補
助
を
。

6
　
補
助
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
設

置
や
必
要
性
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ

て
き
た
。
補
助
導
入
の
必
要
性
に
つ

い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

山

下

洋

輔

●
柏
駅
前
の
歩
行
者
優
先
と
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

5
　
職
員
体
制
は
十
分
か
。

6
　
関
係
機
関
と
調
整
し
進
め
る
。

●
柏
駅
前
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

5
　
客
引
き
や
ス
カ
ウ
ト
、
チ
ラ
シ

配
り
へ
の
取
り
締
ま
り
強
化
を
。

6
　
警
察
・
官
民
一
体
で
パ
ト
ロ
ー

ル
し
、
迷
惑
行
為
撲
滅
に
努
め
る
。

●
自
転
車
政
策

5
　
柏
駅
前
か
ら
手
賀
沼
ま
で
を
結

ぶ
自
転
車
道
の
整
備
を
。

6
　
旧
水
戸
街
道
の
旧
平
安
閣
脇
跨

線
橋
ま
で
モ
デ
ル
と
し
て
整
備
す
る
。

●
地
域
で
見
守
り
、
支
え
る
子
育
て

5
　
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
と
子
ど

も
の
接
点
を
ふ
や
す
取
り
組
み
を
。

6
　
日
常
か
ら
体
制
を
整
え
た
い
。

5
　
居
場
所
づ
く
り
や
貧
困
対
策
と

し
て
、
子
ど
も
食
堂
を
推
進
し
て
は
。

6
　
実
態
を
調
査
し
、
検
討
す
る
。

●
子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度

5
　
小
規
模
保
育
園
へ
の
見
解
は
。

6
　
こ
ど
も
園
と
私
立
認
可
保
育
園

を
優
先
し
、
補
完
的
に
整
備
す
る
。

●
市
民
の
声
を
反
映
し
た
計
画
策
定

5
　
市
民
意
識
調
査
結
果
は
市
政
に

生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

6
　
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
可
視

化
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

●
軍
都
・
柏
の
歴
史
を
収
集
・
保
存

5
　
戦
争
遺
跡
の
保
存
や
戦
争
体
験

の
聞
き
取
り
を
。

6
　
未
来
へ
の
責
任
と
考
え
る
。

●
医
療
・
福
祉
に
つ
い
て

5
　
新
し
い
子
宮
が
ん
検
診
と
啓
発

活
動
へ
の
評
価
は
。

6
　
検
査
精
度
が
高
ま
っ
た
。
若
い

世
代
へ
の
啓
発
を
強
化
す
る
。

5
　
増
加
が
予
想
さ
れ
る
成
年
後
見

制
度
へ
の
体
制
と
対
応
策
は
。

6
　
市
民
後
見
人
も
養
成
す
る
。

5
　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
に
つ
い
て
本
市
の
方
針
は
。

6
　
支
え
合
う
地
域
を
整
備
す
る
。

●
防
災
と
市
民
の
安
全
を
守
る
行
政

5
　
家
屋
の
老
朽
化
へ
の
対
応
は
。

6
　
耐
震
改
修
費
の
助
成
を
行
う
。

の
葉
小
学
校
に
投
票
所
が
変
更
に
な

っ
た
こ
と
で
、
柏
の
葉
住
宅
の
方
は

不
便
に
な
っ
た
。
十
余
二
小
学
校
を

投
票
所
に
加
え
る
べ
き
で
は
。

6
　
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
地
域
の
開

発
が
進
み
、
人
口
が
ふ
え
た
。
手
狭

な
ふ
る
さ
と
会
館
か
ら
柏
の
葉
小
学

校
に
変
更
し
た
が
、
一
部
の
有
権
者

は
遠
く
な
っ
た
。
十
余
二
小
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●請願　本会議・委員会で審議されます。
内容に賛同する紹介議員（柏市議会議員）
の署名か記名押印が必要。
●陳情　全議員へ写しを配付しますが、
審議はされません。紹介議員は不要。
●提出方法　任意の用紙に代表者の住所・
氏名（ふりがな）・電話番号を記入し、押
印の上、件名、具体的趣旨、説明または
理由などをわかりやすく記載して議会事
務局へ直接お持ちください。場所を示す
場合は地番を明示し、「図面」を添えて
ください。
�　※随時受け付けていますが、請願は定例会ごと
　に招集日の午後 5時を締め切りとしています。

　行政などへの要望を「請願」「陳
情」として文書で議会に提出する
ことができます。

請願・陳情の方法

日
本
共
産
党

柏
愛
倶
楽
部
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長

瀬

慈

村

●
市
民
意
見
の
施
策
反
映
に
つ
い
て

5
　
こ
れ
か
ら
の
施
策
づ
く
り
に
は

市
民
が
参
画
し
行
政
と
協
働
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
と
思
う
が
考
え
は
。

6
　
計
画
策
定
等
に
市
民
参
加
の
機

会
を
ふ
や
し
意
見
を
参
考
に
す
る
。

●
若
者
の
参
政
意
識
醸
成
の
た
め
に

5
　
間
も
な
く
選
挙
権
が
18
歳
以
上

と
な
る
が
市
内
の
大
学
構
内
に
期
日

前
投
票
所
を
設
け
て
は
い
か
が
か
。

6
　
学
生
へ
の
啓
発
を
含
め
検
討
し

若
年
層
投
票
率
向
上
に
も
努
め
る
。

●
成
育
過
程
支
援
に
つ
い
て

5
　
胎
児
期
か
ら
若
年
成
人
に
至
る

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援

が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

6
　
子
育
て
家
庭
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な

側
面
か
ら
の
支
援
が
大
切
で
成
育
基

本
法
の
法
制
化
の
進
捗
に
注
視
し
、

関
係
部
署
で
連
携
、
対
応
し
た
い
。

●
子
ど
も
が
自
由
に
遊
べ
る
公
園

5
　
子
ど
も
の
遊
び
に
苦
情
が
出
な

い
よ
う
な
公
園
が
子
育
て
に
は
必
要

だ
が
、
現
状
と
方
向
性
は
。

6
　
都
市
公
園
条
例
上
の
子
育
て
専

用
公
園
は
な
い
が
、
関
係
部
署
が
連

携
し
、
子
ど
も
の
視
点
を
大
切
に
し

た
公
園
の
取
り
組
み
、
新
富
げ
ん
き

な
ひ
ろ
ば
整
備
事
業
を
進
め
て
い
る
。

●
情
報
モ
ラ
ル
研
修
に
つ
い
て

5
　
子
ど
も
た
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
所
持
率
は
高
ま
り
、
ネ
ッ
ト
上
で

の
い
じ
め
や
性
の
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発

し
て
い
る
が
、
現
状
と
対
策
は
。

6
　
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
が
実
態
把

握
、
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員

へ
の
啓
発
講
演
を
実
施
、
ネ
ッ
ト
非

行
防
止
会
議
を
立
ち
上
げ
対
応
中
で

あ
る
。

●
国
民
保
険
制
度
の
破
綻
防
止
策

5
　
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
必

要
な
国
保
制
度
は
破
綻
の
危
機
に
あ

り
、
疾
病
予
防
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
へ
の
移
行
を
図
っ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
適
正
な
医
療
の
か
か
り
方
指

導
や
、
無
駄
な
検
査
や
治
療
を
省
く

た
め
の
情
報
一
元
管
理
も
必
要
で
は
。

6
　
か
か
り
つ
け
医
や
お
薬
手
帳
の

活
用
を
図
り
、
関
係
機
関
の
協
力
を

得
て
効
果
的
方
法
を
検
討
し
た
い
。

●
行
政
保
健
師
の
役
割
と
適
正
数

5
　
保
健
師
の
役
割
は
多
種
多
様
、

か
つ
重
要
で
仕
事
量
が
極
め
て
多
い

も
、
他
市
と
比
し
て
人
員
は
ま
だ
少

な
い
現
状
だ
が
、
今
後
の
方
針
は
。

6
　
健
康
指
導
や
相
談
・
検
診
等
、

幅
広
く
地
域
の
健
康
課
題
に
対
応
し

て
い
る
が
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

等
そ
の
役
割
は
さ
ら
に
増
大
、
今
年

度
増
員
し
た
が
、
今
後
も
適
正
な
人

数
の
見
き
わ
め
と
配
置
に
努
め
た
い
。

末

永

康

文

●
市
立
病
院
移
転
問
題

5
　
市
長
み
ず
か
ら
市
民
の
声
を
聞

く
こ
と
が
最
低
限
の
条
件
で
あ
る
。

な
ぜ
最
初
に
市
民
の
声
を
聞
か
な
い

の
か
。

6
　
全
て
の
町
会
に
出
向
く
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
出
席
で
き
る
町
会
・

出
席
で
き
な
い
町
会
が
あ
る
と
不
公

平
を
招
く
こ
と
か
ら
理
事
に
そ
の
任

を
担
う
よ
う
指
示
を
し
た
。

5
　
何
か
、
誰
か
一
部
の
者
で
移
転

す
る
と
決
め
て
い
る
か
ら
問
題
で
あ

る
。
市
長
は
市
立
病
院
の
問
題
で
三

井
不
動
産
と
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

6
　
な
い
。

5
　
市
民
か
ら
町
会
ご
と
に
話
を
聞

く
、
聴
取
を
す
る
こ
と
に
間
違
い
な

い
か
。

6
　
市
長
か
ら
そ
の
よ
う
に
指
示
を

受
け
て
い
る
。

5
　
意
見
を
聞
く
と
言
い
な
が
ら
記

者
会
見
で
、
賛
成
・
反
対
は
拮
抗
し

て
い
る
と
か
、
布
施
新
町
町
会
を
聞

き
取
り
、
そ
の
後
わ
ざ
わ
ざ
田
中
地

区
を
聴
取
し
て
賛
成
・
反
対
五
分
五

分
と
記
者
発
表
し
て
い
る
。
情
報
操

作
や
不
信
感
を
あ
お
る
よ
う
な
こ
と

を
な
ぜ
し
て
い
る
の
か
。

6
　
お
話
を
聞
く
こ
と
を
主
体
と
し

て
い
る
の
で
、
説
得
と
か
説
明
は
御

質
問
が
あ
っ
た
範
囲
内
で
し
か
答
え

て
い
な
い
。
　

●
富
勢
小
学
童
保
育

5
　
富
勢
小
学
童
を
も
っ
と
早
く
校

内
に
設
置
で
き
な
い
か
。

6
　
今
後
、
関
係
部
署
と
協
議
を
し
、

年
度
内
の
で
き
る
だ
け
早
期
に
竣
工

で
き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
く
。

●
教
室
の
冷
房
化

5
　
学
校
に
水
筒
を
持
っ
て
行
か
な

け
れ
ば
熱
中
症
に
な
る
と
ま
で
言
わ

れ
て
い
る
が
、
実
態
調
査
は
し
て
い

る
の
か
。

6
　
全
て
の
教
室
の
暑
さ
を
具
体
的

に
把
握
し
て
い
な
い
が
、
最
上
階
で
、

階
段
あ
る
い
は
ト
イ
レ
等
と
隣
接
し

て
い
る
風
通
し
の
悪
い
と
こ
ろ
は
暑

い
と
い
う
実
感
を
持
っ
て
い
る
。

本

池

奈

美

枝

●
市
立
柏
病
院
に
つ
い
て

5
　
凍
結
の
解
除
の
時
期
は
い
つ
か
。

ま
た
市
民
の
意
見
を
聞
い
て
ど
う
反

映
さ
せ
る
の
か
。
さ
ら
に
24
億
円
で

買
い
移
転
す
る
理
由
を
現
在
地
で
ロ

ー
リ
ン
グ
方
式
で
建
て
か
え
る
と
14

億
円
増
に
な
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
れ
な
ら
両
脇
の
民
地
を
借
り
る
か

購
入
す
る
か
の
検
討
を
す
べ
き
で
は
。

6
　
凍
結
解
除
の
時
期
は
考
え
て
い

な
い
。
適
宜
判
断
す
る
。
市
民
の
意

見
を
広
く
伺
う
中
で
、
今
後
の
病
院

の
あ
り
方
の
参
考
に
す
る
。
ロ
ー
リ

ン
グ
方
式
に
よ
る
建
て
か
え
が
最
も

妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

●
番
号
制
度
導
入
に
つ
い
て

5
　
３
月
議
会
で
問
題
点
を
指
摘

し
、
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

立
場
で
取
り
扱
う
こ
と
を
要
請
し

た
。
制
度
創
設
の
目
的
が
極
め
て
曖

昧
と
言
え
る
。
市
民
に
と
っ
て
何
が

メ
リ
ッ
ト
で
何
が
デ
メ
リ
ッ
ト
と
捉

え
る
か
。

6
　
メ
リ
ッ
ト
は
所
得
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
受
給
状
況
把
握
に
よ
る
不
正

受
給
防
止
等
、
添
付
書
類
省
略
に
よ

る
行
政
手
続
の
簡
素
化
、
名
寄
せ
が

簡
単
に
な
り
行
政
の
効
率
化
が
図
ら

れ
る
こ
と
の
３
点
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
財
政
負

担
、
導
入
準
備
の
事
務
負
担
、
個
人

情
報
流
出
問
題
へ
の
対
応
で
あ
る
。

●
沼
南
公
民
館
廃
止
条
例

5
　
今
議
会
に
沼
南
公
民
館
を
廃
止

し
近
隣
セ
ン
タ
ー
に
移
行
す
る
議
案

が
提
出
さ
れ
た
。
教
育
基
本
法
の
中

の
社
会
教
育
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
も
っ
と
重
く
感
じ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
今
後
生
涯
学
習
講

座
を
ど
の
よ
う
に
普
及
さ
せ
る
の
か
。

6
　
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
沼

南
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
２
館
程
度

を
会
場
と
し
て
事
業
展
開
す
る
。

●
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

5
　
国
が
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

推
奨
を
や
め
て
２
年
に
な
る
。
本
市

で
の
副
作
用
の
報
告
は
ど
う
か
。

6
　
２
万
３
２
１
名
接
種
し
８
件
の

報
告
が
あ
り
軽
度
で
回
復
し
て
い
る
。

坂

巻

重

男

●
職
員
募
集

5
　「
Ⅰ
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
　
柏
」
枠
に

つ
い
て
、
他
の
職
員
は
「
Ⅰ
　
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
　
柏
」
は
必
要
な
い
の
か
。

6
　
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
担
う

人
材
と
し
て
職
員
募
集
を
行
っ
た
。

「
Ⅰ
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
　
柏
」
枠
以
外
で

の
採
用
者
、
現
役
職
員
に
も
必
要
と

考
え
る
。
採
用
は
公
平
・
公
正
に
つ

い
て
も
し
っ
か
り
配
慮
し
て
い
く
。

●
市
立
柏
病
院
移
転

5
　
県
議
選
の
結
果
は
、
移
転
賛
成

１
名
、
説
明
不
十
分
１
名
、
現
地
建

て
か
え
３
名
の
当
選
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
結
果
を
ど
う
読
む
か
。

6
　
各
候
補
者
の
訴
え
を
総
合
的
に

判
断
し
た
結
果
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

●
交
通
の
利
便
性
の
向
上

5
　
都
市
軸
道
路
に
つ
い
て
早
く
県

に
要
望
し
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
が
。

6
　
利
根
川
橋
梁
部
は
事
業
主
体
や

整
備
時
期
等
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。

沿
線
自
治
体
と
連
携
し
、
千
葉
県
、

茨
城
県
に
早
期
整
備
の
要
望
書
を
提

出
し
た
。
流
山
市
と
三
郷
市
を
つ
な

ぐ
江
戸
川
渡
河
部
は
、
39
年
度
完
成

予
定
と
聞
い
て
い
る
。

5
　
成
田
線
の
空
港
乗
り
入
れ
を
。

6
　
千
葉
県
Ｊ
Ｒ
線
複
線
化
等
促
進

期
成
同
盟
及
び
成
田
線
活
性
化
推
進

協
議
会
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
要
望
し
て

い
る
。

5
　
手
賀
・
片
山
地
区
の
交
通
の
利

便
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

6
　
既
存
の
デ
マ
ン
ド
交
通
を
生
か

し
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

●
環
境
問
題

5
　
公
共
施
設(

教
室
を
含
む
）
の

暑
さ
対
策
、
緑
化
の
現
状
は
。

6
　
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
昨
年
度
は
市

内
小
中
学
校
４
校
で
設
置
し
平
均
1.1

度
下
が
っ
た
。
今
年
度
は
小
中
学
校

13
校
を
含
む
29
公
共
施
設
へ
苗
を
配

付
し
た
。

●
消
防
団

5
　
出
動
手
当
の
区
分
を
平
常
時
の

訓
練
と
災
害
時
に
分
け
る
べ
き
で
は
。

6
　
来
年
度
か
ら
の
引
き
上
げ
に
向

け
、
関
係
部
署
と
協
議
を
図
る
。

●
投
票
率
ア
ッ
プ
策

5
　
投
票
済
み
証
明
書
の
活
用
は
。

6
　
総
務
省
か
ら
の
指
摘
で
難
し
い
。

上

橋

　

泉

●
市
立
病
院
の
移
転
問
題

5
　
市
立
病
院
移
転
問
題
に
つ
い

て
、
副
市
長
以
下
の
職
員
の
方
が
知

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
３
月
の
市
議
会
で
、
こ
う
い
う

重
要
な
決
断
を
す
る
の
に
は
何
か
大

き
な
き
っ
か
け
が
あ
る
も
の
だ
が
、

何
か
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か

と
尋
ね
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
何

の
答
弁
も
な
く
、
従
来
ど
お
り
の
だ

ら
だ
ら
し
た
答
弁
だ
っ
た
。
で
は
、

市
立
病
院
の
移
転
が
市
の
職
員
か
ら

積
み
上
げ
ら
れ
て
出
て
き
た
も
の
か

と
い
う
と
、
過
去
１
年
と
４
カ
月
職

員
の
方
々
と
話
し
合
い
を
し
て
き
た

が
、
そ
の
よ
う
な
協
議
が
内
部
で
さ

れ
て
、
移
転
方
針
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
を
、
ど
の
職
員
か
ら
も
聞
い
て

い
な
い
。
何
か
市
長
が
、
副
市
長
以

下
の
誰
に
も
話
し
て
い
な
い
こ
と
が

あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

３
月
の
市
議
会
に
引
き
続
き
改
め
て

問
う
。
市
長
が
市
立
病
院
の
移
転
を

決
定
し
た
出
来
事
、
あ
る
い
は
き
っ

か
け
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

6
　
市
立
病
院
移
転
に
つ
い
て
、
私

が
知
り
得
た
情
報
は
市
民
の
皆
様
に

提
供
し
て
、
説
明
し
て
き
た
。
実
効

性
を
高
め
る
た
め
の
条
件
を
さ
ま
ざ

ま
検
討
し
た
上
で
判
断
し
、
病
院
が

柏
北
部
中
央
地
区
へ
の
移
転
に
よ
り

現
地
に
は
診
療
所
を
選
択
す
る
こ
と

が
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
て
く
れ
る

と
判
断
し
た
。

5
　
副
市
長
に
も
聞
く
。
市
長
が
市

立
病
院
の
移
転
を
決
定
し
た
出
来
事

あ
る
い
は
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
市
長
か
ら
聞
い
て
い
る
か
。

6
　
副
市
長
は
市
長
の
こ
と
を
全
て

知
っ
て
い
る
か
と
言
う
こ
と
だ
が
、

全
て
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
。

新富げんきなひろば整備予定地

　柏市議会の本会議及び委員会は原則公開して
います。本会議の傍聴を希望される方は、本庁舎
7階の傍聴席入口にある受付票に、住所、氏名を
記入するだけで傍聴できます。また、委員会の傍
聴は、本庁舎6階の議会事務局で受け付けてい
ます。

政
和
会

護
憲
市
民
会
議

未
来
会
議
柏
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●
専
決
処
分
（
市
税
条
例
等
一
部
改
正
）

5
　
消
費
税
増
税
に
関
係
す
る
軽
減

措
置
の
部
分
と
、
税
制
改
正
で
行
わ

れ
る
部
分
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

6
　
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ

延
期
に
伴
う
税
制
措
置
に
つ
い
て
、

一
つ
目
は
、
27
年
度
に
影
響
が
想
定

さ
れ
た
二
輪
車
に
係
る
税
率
の
引
き

上
げ
時
期
を
平
成
28
年
４
月
１
日
に

１
年
延
期
す
る
も
の
で
あ
る
。
影
響

額
は
、
約
３
２
０
０
万
円
程
度
の
減

額
が
想
定
さ
れ
る
。
二
つ
目
は
、
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
に
係
る
適
用
期
限
の

延
長
で
、
１
年
６
カ
月
延
長
し
平
成

31
年
６
月
30
日
ま
で
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
減
収
額
に
つ
い
て
は
地
方
特

例
交
付
金
に
よ
り
全
額
国
費
で
補
塡

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
通
常

の
税
制
改
正
に
伴
う
変
更
点
で
は
、

一
定
の
環
境
性
能
を
有
す
る
軽
四
輪

等
に
つ
い
て
グ
リ
ー
ン
化
特
例
を
導

入
す
る
も
の
で
あ
る
。
28
年
度
の
影

響
額
に
つ
い
て
、
約
６
０
０
万
円
の

減
額
が
想
定
さ
れ
る
。

●
個
人
情
報
保
護
条
例
一
部
改
正

5
　
警
察
等
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と

し
て
市
で
管
理
す
る
情
報
が
犯
罪
捜

査
や
行
方
不
明
捜
査
の
た
め
警
察
へ

提
供
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
そ
れ
以
外
に
警
察
等
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
関
す
る
情
報
を
必
要
と
す

る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

6
　
法
令
の
規
定
に
の
っ
と
っ
た
範

囲
内
で
は
、
警
察
等
へ
情
報
の
提
供
、

収
集
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

警
察
の
通
常
の
犯
罪
捜
査
に
つ
い
て

は
規
定
が
な
い
た
め
、
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
は
現
状
で
は
な
い
。

●
手
数
料
条
例
一
部
改
正

5
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に

関
し
て
、
自
治
体
の
負
担
は
ど
の
く

ら
い
か
。

6
　
市
民
課
の
事
業
費
の
予
算
で
約

２
億
４
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
約
１
億
４
０
０
０
万
円
が
国
の

補
助
金
で
あ
る
。

5
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
し
て
責

任
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
部
署
を
置

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

6
　
情
報
政
策
課
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
担
当
と
市
民
課
と
で
協
議

し
て
い
き
た
い
。

●
近
隣
セ
ン
タ
ー
条
例
一
部
改
正

5
　
沼
南
に
は
沼
南
の
や
り
方
や
文

化
が
あ
っ
た
。
柏
市
の
制
度
に
統
一

す
る
の
で
は
な
く
、
沼
南
の
文
化
を

残
す
や
り
方
は
な
か
っ
た
の
か
。

6
　
公
民
館
の
貸
し
出
し
方
法
は
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
り
担
保
さ
れ
る
。
今
後
、

地
域
と
公
民
館
の
利
用
者
が
同
じ
拠

点
を
使
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
地
域
づ

く
り
が
発
展
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

5
　
杓
子
定
規
な
事
務
対
応
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
人
・
関
係
部
署
と
の

連
携
を
と
り
、
今
よ
り
も
っ
と
よ
い

環
境
を
整
え
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う

か
。

6
　
各
部
署
間
・
地
域
住
民
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
条

例
一
部
改
正

5
　
自
己
負
担
３
０
０
円
を
支
払
う

方
の
人
数
及
び
市
民
税
所
得
割
が
非

課
税
で
ゼ
ロ
円
の
方
の
人
数
は
。

6
　
26
年
度
の
制
度
利
用
者
が
４
７

６
６
人
で
、
そ
の
う
ち
３
０
０
円
の

方
が
１
９
５
７
人
、
ゼ
ロ
円
の
方
が

２
８
０
９
人
で
あ
る
。

5
　
８
月
か
ら
実
施
予
定
で
あ
る

が
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

6
　
現
物
給
付
と
な
る
制
度
改
正
の

周
知
を
図
る
た
め
全
対
象
者
に
個
人

通
知
を
発
送
し
、
広
報
か
し
わ
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
考
え
て
い

る
。
ま
た
現
物
給
付
を
開
始
す
る
た

め
に
必
要
な
受
給
券
や
申
請
書
の
印

刷
、
制
度
移
行
に
向
け
て
の
電
算
シ

ス
テ
ム
の
最
終
調
整
、
３
師
会
へ
の

説
明
な
ど
を
順
次
、
行
っ
て
い
く
。

●
財
産
取
得(

中
原
小
学
校
給
食
用

備
品)

5
　
１
校
当
た
り
２
０
０
０
万
円
か

か
る
。
し
っ
か
り
と
計
画
性
を
持
つ

べ
き
と
考
え
る
が
今
後
の
予
定
は
。

6
　
給
食
開
始
30
年
を
超
え
た
施
設

が
11
校
あ
る
。
施
設
、備
品
の
状
態
、

児
童
数
の
増
減
を
踏
ま
え
優
先
順
位

を
決
め
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

●
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

5
　
適
応
指
導
専
門
指
導
員
を
２
名

増
員
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

ど
う
い
う
方
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

6
　
心
理
を
勉
強
し
た
職
員
と
教
員

の
Ｏ
Ｂ
を
考
え
て
い
る
。

5
　
現
場
か
ら
要
請
が
あ
っ
て
増
員

す
る
の
か
。

6
　
就
学
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

は
今
ま
で
年
長
の
子
供
た
ち
を
対
象

と
し
て
い
た
が
、
４
歳
児
、
５
歳
児

の
段
階
か
ら
、
で
き
る
だ
け
き
め
細

や
か
に
相
談
に
乗
っ
て
年
長
時
の
就

学
相
談
に
う
ま
く
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
２
名
増
員

し
た
結
果
、
ど
う
い
う
効
果
が
あ
る

の
か
、
ど
の
程
度
必
要
性
が
あ
る
の

か
３
年
間
で
検
証
し
て
い
き
た
い
。

●
駐
輪
場
等
条
例
一
部
改
正

5
　
指
定
管
理
者
を
導
入
す
る
こ
と

で
期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
、
コ
ス

ト
削
減
を
挙
げ
て
い
る
が
、
ど
れ
く

ら
い
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
て
、
導

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
の

経
費
削
減
が
で
き
る
と
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

6
　
費
用
と
し
て
は
指
定
管
理
料
と

し
て
１
億
円
、
巡
回
指
導
が
約
１
５

０
０
万
円
、
自
転
車
保
管
所
業
務
が

約
１
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
以
前
か

ら
価
格
競
争
を
し
て
い
る
の
で
各
経

費
の
節
減
に
つ
い
て
は
難
し
い
が
、

駐
輪
場
業
務
を
一
体
的
に
管
理
す
る

た
め
、
市
の
人
件
費
削
減
分
を
含
め

て
１
０
０
０
万
円
ほ
ど
安
く
な
る
。

●
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更

5
　
土
地
の
歴
史
や
文
化
は
、
何
か

し
ら
の
形
で
残
す
べ
き
だ
。
こ
れ
か

ら
は
歴
史
や
文
化
に
配
慮
す
る
よ
う

検
討
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

6
　
字
名
を
検
討
す
る
際
は
、
市
と

組
合
が
歴
史
や
地
域
の
特
性
も
考
慮

し
な
が
ら
名
称
を
協
議
し
て
い
る
。

●
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

5
　
柏
駅
東
口
Ｄ
街
区
第
一
地
区
再

開
発
事
業
に
つ
い
て
、
労
務
費
や
資

材
費
の
高
騰
に
よ
る
建
設
工
事
費
増

額
分
を
国
が
補
助
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
組
合
が
施
行
す
る
場
合
も
補
助

す
る
と
い
う
仕
組
み
は
以
前
か
ら
の

も
の
な
の
か
。

6
　
こ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
12
月
に
国
か
ら
通
知
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
26
年
度
分
と
27
年
度
分

の
建
設
工
事
費
の
高
騰
分
に
つ
い
て

上
乗
せ
支
援
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

市民
環境委員会

5月13・14日 総
　務委員会

5月12・13日

建設
経済委員会

5月13・14日

教育
民生委員会5月18・19日

委員会視察委員会視察委員会視察
　本会議最終日、議員提出議案２件を可決し、国に意見書を提出いたしま

した。提出した意見書の内容は、以下のとおりです。議員提出議案　国へ意見書

委員会審査委員会審査委員会審査
総

務

委

員

会

市
民
環
境
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会

　市長から提出された条例や補正予算などの

議案について、各委員会で審査されたものを

お知らせします。

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書

　教育の機会均等やその水準を確保するための基盤づくりは国の重要

な責務であり、義務教育費国庫負担制度は、まさにその責務を果たす

ために設けられた制度である。

　政府は、国家財政の悪化から同制度を見直し、その負担を地方に転

嫁する意図のもとに、義務教育費国庫負担金の減額や義務教育費国庫

負担制度そのものの廃止にも言及している。

　地方財政においても厳しさが増している今、義務教育費国庫負担制

度の見直しは、義務教育の円滑な推進に大きな影響を及ぼすことが憂

慮される。また、当該制度が廃止された場合、義務教育の水準に格差

が生まれることは必至である。

　よって、政府においては、子供たちの教育に責任を持つとともに、

教育水準の維持向上と地方財政の安定を図るため、義務教育費国庫負

担制度を堅持するよう強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２７年６月２５日

千葉県柏市議会

内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣　あて

平成２８年度教育予算拡充に関する意見書

　現在我が国の教育はいじめ、不登校、少年による凶悪犯罪、経済的課題に起因
する教育格差など、深刻な問題を抱えている。また、東日本大震災や福島第一原
子力発電所事故からの復興は、教育現場においてもいまだ厳しい状況にあると言
わざるを得ない。
　そのような中、社会変化に対応した学校教育の推進や教育環境の整備促進、教
育諸課題に対応する教職員定数の確保は急務である。
　厳しい財政状況にある中、地方自治体がより充実した教育施策を推進するには、
国からの財政的支援等が不可欠である。
　よって、政府においては、下記の施策を講じるとともに、その施策の推進に係
る予算の充実を図るよう強く要望する。

記
１　震災からの教育復興にかかわる予算の拡充を十分に図ること。
２	　少人数学級を実現するため、公立義務教育諸学校の教職員定数を改善する計
画を早期に策定・実現すること。
３	　保護者の教育費負担を軽減するため、義務教育教科書無償給与制度を堅持す
ること。
４	　現在の経済状況をかんがみ、就学援助にかかわる予算をさらに拡充すること。
５	　子供たちが地域で活動できる総合型地域クラブの育成等環境、条件を整備す
ること。
６	　危険校舎、老朽校舎の改築や更衣室、洋式トイレの設置等の公立学校施設整
備費を充実すること。
７	　子供の安全と充実した学習環境を保障するために、基準財政需要額を見直し、
地方交付税交付金を増額すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２７年６月２５日
千葉県柏市議会

内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣　あて
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　務委員会

5月12・13日

建設
経済委員会

5月13・14日
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委員会視察委員会視察委員会視察

◆西宮市は、住民基本台帳カー

ドを利用した証明書等のコンビ

ニ交付を開始したことにより、

市外から利用でき、住民票や課

税証明書は休日夜間も発行でき

るため、導入後は利用者がふえ、

26年度は約3万人が利用してい

る。また、「男女共同参画センタ	

ー・ウェーブ」は、女性の問題解

決の活動拠点として設置され、

男女共同参画社会の実現のため

の図書や雑誌、行政資料、活動

団体が発行する資料等がある。

女性のための相談室では、女性

の悩みを個人の問題ととらえる

だけでなく女性が置かれている

社会的な状況を視野に入れ、相

談に乗っている。

◆尼崎市は、市民・地元産業界・

行政が一丸となって環境と経済

の両立を目指す提案をし、平成

25年に「環境モデル都市」に選

定された。公共施設での太陽光

パネルの設置や屋根貸し事業、

自転車走行空間の整備、保育園

の壁面緑化等に取り組んでいる。

平成27年には、走行中に排出ガ

スやCO2を排出しない燃料電池

自動車を公用車に率先して導入

している。市民コミュニティが

強く、環境活動団体が自主的に

講座やイベントを開催し、環境

教育、啓発活動を行っている。

【視察地・視察項目】

◎西宮市（兵庫県）

　証明書等のコンビニ交付

　男女共同参画センター

◎尼崎市（兵庫県）

　環境モデル都市

西宮市「男女共同参画　　　　
　　　　センター・ウェーブ」

◆西尾市は、少子高齢化、公共施

設の老朽化、合併に伴う公共施設

の重複など課題への対策を考え、

公共施設再配置を進めている。全

国初の取り組みとして、受託する

事業者に対し、施設の建設ではな

く、施設の運営を中心に求めるＰ

ＦＩ方式を導入している。これま

で施設所管課がそれぞれ行って

いた維持管理を事業者に一括発

注することで、コスト削減を図っ

ている。委託期間は30年間だが、

地元の経済を循環させることを

目的として、受託する事業者は愛

知県内に本店のある事業所とし

ているのが特徴である。

◆松阪市は、就業構造の変化や地

域連帯意識の希薄化などにより、

毎年100名程度の消防団員の入退

団があり新規団員の確保が課題

となっている。平成17年の合併

当時、消防団員に101名の欠員が

発生したが、松阪市政の所信に消

防団の機構見直しと体制強化を

掲げ、市議会議員、自治会長、消

防団ＯＢ、消防職員ＯＢへの協力

要請、事業所への依頼、新聞、ホ

ームページへの掲載等、新たな消

防団員の確保に向けた取り組み

を行った結果、101名の団員を補

充することができた。現在の団員

数は1,401名、その内、女性消防

団員は53名である。

【視察地・視察項目】

◎西尾市 ( 愛知県）

　公共施設の再配置

◎松阪市（三重県）

　消防団活動の充実・強化

西
尾
市
公
共
施
設
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
再
配
置
基
本
計
画

◆刈谷市では都市交通戦略を策

定し、交通渋滞の解消、交通需

要への対応と環境負荷の軽減、

まちづくりと連携した交通政策

の展開、高齢化の進展に対応し

た都市交通体系の構築など、交

通に関する諸問題の解決に向け

て取り組んでいる。また、これ

らの問題を平成42年までに解決

することを目指しており、その

実現に向け、市民、企業、地域

団体、市民活動団体、交通事業

者及び行政がそれぞれの立場・

役割を明確にし、連携を深めな

がら交通とまちづくりを一体的

に捉えて取り組んでいる。

◆岡崎市では、平成25年10月に

ビジネスサポートセンター「Oka

－Biz」を開設し、事業者の相談

機会の充実と支援機能の強化を

図っている。「Oka－Biz」は売

上アップをメインテーマとした

公的な相談所であり、ビジネス

コーディネーター（相談員）が

経営者自身も気づかない真のセ

ールスポイントを発見し、それ

を生かす方法を提案することで

相談者の行動を継続的に支援し

ている。事業者の相談件数は年

間1,404件に上り、相談者の７

割以上がリピーターになってい

る。開設して間もないが、多く

の実績を上げている。

岡崎ビジネスサポートセンター

【視察地・視察項目】

◎刈谷市（愛知県）

　都市交通戦略

◎岡崎市（愛知県）

　ビジネスサポートセンター

◆名張市は小児救急医療センタ

ーを平成26年１月20日に開設。

センターというと「ハコモノ」

をイメージしがちだが、市立病

院の小児の外来診療室を使用し

て小児の救急患者を24時間365

日受け入れるというシステムで

ある。運営体制は小児科医師、

看護師、医療事務職員各１名で、

検査・放射線・薬剤部門は必要

があれば呼び出しを行うオンコ

ール体制としている。対象患者

は入院治療等が必要な重症度の

高い小児救急患者で、従来は病

院に行って診察を受けなければ

ならない状況だったが、24時間

365日電話での相談も可能とな

っているため、コンビニ受診の

削減にもつながっている。

◆桑名市立中央図書館は、平成

11年の検討開始から５年の歳月

をかけて、ＰＦＩ手法で運営す

る日本初の図書館として平成16

年10月1日に開館し、昨年度10

周年を迎えた。基本構想は「い

つでも、どこでも、誰でも」利

用できる図書館。蔵書数は約33

万冊。年間入館者数は約60万人。

貸出冊数は年間約70万冊。開館

時間は午前９時～午後９時で年

間300日以上開館を目標とし、

18年度以降300日以上開館して

いる。

【視察地・視察項目】

◎名張市（三重県）

　小児二次救急

◎桑名市（三重県）

　ＰＦＩを活用した図書館

　事業

桑名市立中央図書館
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議　員　提　出　議　案

市　長　提　出　議　案

継　続　審　査　分

■議案の議決結果

１

２

３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16

　
1
2

承認

承認

承認
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
同意

　
可決
可決

賛成33人／反対　0人

賛成33人／反対　0人

賛成33人／反対　0人
賛成25人／反対　8人
賛成25人／反対　8人
賛成25人／反対　8人
賛成21人／反対12人
賛成26人／反対　7人
賛成33人／反対　0人
賛成33人／反対　0人
賛成33人／反対　0人
賛成33人／反対　0人
賛成22人／反対11人
賛成33人／反対　0人
賛成33人／反対　0人
賛成33人／反対　0人

　　
賛成33人／反対　0人
賛成33人／反対　0人

専決処分について（柏市税条例等の一部を改正する条例の制定について）
専決処分について（柏市重度心身障害者医療費の支給に関する条例の一部を
改正する条例の一部を改正する条例の制定について）
専決処分について（柏市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について）
柏市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
柏市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
柏市近隣センター条例の一部を改正する条例の制定について
柏市重度心身障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について
柏市駐輪場等条例の一部を改正する条例の制定について
財産の取得について（災害対応特殊救急自動車）
財産の取得について（災害対応特殊消防ポンプ自動車）
財産の取得について（柏市立中原小学校給食用備品）
字の区域及び名称の変更について
平成２７年度柏市一般会計補正予算について
平成２７年度柏市介護保険事業特別会計補正予算について
平成２７年度柏市柏都市計画事業北柏駅北口土地区画整理事業特別会計補正予算について
柏市固定資産評価審査委員会委員の選任について

　　　　
義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について
平成28年度教育予算拡充に関する意見書について

無所属
B
1人

公明党
７人

新世柏
2人

政和会
2人

日本
共産党
４人

柏清風
10人

護憲
市民会議
2人

未来
会議柏
2人

柏愛
倶楽部
2人

結　　果件　　　名
番
号

賛成12人／反対21人

賛成19人／反対14人

賛成17人／反対16人

　　　　

賛成14人／反対19人

賛成12人／反対21人

賛成33人／反対　0人

賛成21人／反対12人

　

賛成33人／反対　0人

賛成10人／反対23人

賛成14人／反対19人

賛成12人／反対21人

賛成33人／反対　0人

賛成33人／反対　0人

賛成12人／反対21人

　　　

継続審査

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

70

76

 × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

 × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○

 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

 － － － － － － － － － －

 × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

 × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

 － － － － － － － － － －

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 × × ○ ○ × × × ○ ○ ○

 × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

 × × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

 － － － － － － － － － －

 － － － － － － － － － －

日本を海外で戦争する国にする戦争法案に反対する意見書について

介護施設の補助削減と利用者負担割合の変更について
　主旨１　食費・住居費補助（補足給付）の削減により入所継続が不可能になる

ことのないように対策を講じる
　主旨２　これ以上の利用者負担をふやさない

年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実現を求める意見書について

安全保障関連２法案の廃案を求める意見書について

安保関連法案を廃案にすることを求める意見書について

柏市平和都市宣言について

重度心身障害者医療費助成制度の充実について
　主旨１　県に対して医療費の自己負担の導入をしないよう要請
　主旨２　医療費の自己負担分を市独自に助成
　主旨３　年齢による制限をやめ、精神障害者も対象に加える

放射線から市民と子供たちの健康を守る対策について
　主旨１　甲状腺超音波検査、心電図検査のデータを５年に限らず長期間保存
　主旨２　甲状腺超音波検査は１回限りでなく継続的に受診
　主旨３　心電図検査を、全学年の児童生徒に実施
　主旨４　除染時に出た汚染土の埋設場所の看板を全ての公共施設に立てる
　主旨５　風の強い日に防災無線や防災メールで注意喚起する
　主旨６　モニタリングポストで１週間の平均値より高い数値が計測された場合、

直ちに防災無線で知らせ、注意喚起をする

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について

平成28年度教育予算拡充に関する意見書について

安全保障関連法案廃案を求める意見書について

　　　　

柏市各機関における非行政書士による行政書士行為排除の徹底について
　主旨１　申請者・届出者等の本人の確認を徹底
　主旨２　代理又は代行の者の場合、行政書士であるか否かの確認を徹底

法曹養成制度の抜本的な見直しに関する意見書について

結　　果件　　　名
番
号

主旨

無所属
A
1人

不採択

採択

採択

不採択

不採択

採択

採択

 

採択

不採択

不採択

不採択

採択

採択

不採択

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ×
 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ×
 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ×
 ○ ○ × × ○ ○ × × × ×
 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ × × ○ ×  ○ × × 
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

    
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無所属
B
1人

公明党
７人

新世柏
2人

政和会
2人

日本
共産党
４人

柏清風
10人

護憲
市民会議
2人

未来
会議柏
2人

柏愛
倶楽部
2人

無所属
A
1人

（平成27年第2回定例会）

■請願の議決結果

○1
×1

1

2

　 

　

　

　

1

2、3

1、2

3、5

4

6

1、2 継続審査

継続審査

不採択（※）

○：賛成、×：反対
反対には、態度保留、継続等を主張し賛成でない立場を含みます。議長は表決に加わっていません。
※請願84号主旨２、３の結果は、議案第7号が可決されたことにより不採択とみなされました。

（８）

9月定例会の日程（予定）

9月9 日（水）

15 日（火）

16 日（水）

17 日（木）

18 日（金）

24 日（木）

25 日（金）

28 日（月）

29 日（火）

　

30 日（水）

10月2 日（金）

招集日

質疑並びに

　　　一般質問

常任委員会

（総務・市民環境）

常任委員会

（教育民生・建設経済）

（特別委員会）

議案等採決

※日程は、8月9日(日)の市議会議員選挙
　後に正式決定されるため、変更になる
　場合がありますので御了承ください。

　
８
月
９
日
に
行
わ
れ
る
柏
市
議

会
議
員
選
挙
の
開
票
結
果
、
新
た

に
議
員
と
な
る
36
名
の
方
の
紹
介

と
顔
写
真
な
ど
を
掲
載
し
た
臨
時

号
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
８
月
16
日(

日)

に
新
聞

の
朝
刊
折
り
込
み
で
お
届
け
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
議
会
だ
よ
り
臨
時
号
発
行
の
お
知
ら
せ

　６月定例会の最終日、中村昌治、古川隆史、山内弘一、日暮栄治の各議員に対し、

表彰状及び感謝状の伝達が行われました。

　これは、市政の向上・振興に貢献した功績により、全国市議会議長会から、中村昌

治氏は在職20年以上の特別表彰を、古川隆史氏、山内弘一氏は在職15年以上の一

般表彰を受けたものです。

　また、日暮栄治氏は全国市議会議長会から社会文教委員の感謝状を受けたものです。

中村　昌治 山内　弘一古川　隆史 日暮　栄治

表　  彰


